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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収
及
び
拡
大
独
立
没
収
（
一
）　

久
　
　
保
　
　
英 

二 

郎

第
一
章　

は
じ
め
に

　

組
織
犯
罪
は
、
多
く
の
場
合
、
資
金
獲
得
の
た
め
に
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
犯
罪
組
織
は
、
犯
罪
活
動
に
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り
得
た
資
金
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組
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の
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論　　　説

維
持
・
拡
大
や
更
な
る
犯
罪
活
動
、
合
法
的
な
経
済
活
動
へ
の
投
資
等
に
利
用
し
、
莫
大
な
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
犯
罪

組
織
と
闘
う
た
め
に
は
、
そ
の
資
金
を
剝
奪
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
な
る
の
が
犯
罪
収
益
の
没
収
・
追
徴
（
以
下
、

併
せ
て
「
没
収
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。）
で
あ
る
。
多
数
の
国
家
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
ま
で
、
一
定
の
罪
を
犯
し
た
者
か
ら
当

該
犯
罪
行
為
に
関
係
し
な
い
財
産
（
不
動
産
等
）
を
剝
奪
す
る
法
制
度
（
全
財
産
没
収
（general confiscation

））
が
存
し
て
い
た

が
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
、
こ
れ
が
徐
々
に
廃
止
さ
れ
て
犯
罪
収
益
を
没
収
す
る
た
め
の
法
制
度
が
な
く
な
り
、
ほ
ん
の
数
十
年
前
に

は
、
犯
罪
組
織
の
関
係
者
が
刑
期
を
終
え
て
出
所
し
た
後
に
犯
罪
活
動
の
経
済
的
利
益
を
享
受
し
得
る
と
い
う
状
況
す
ら
見
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
薬
物
犯
罪
や
組
織
犯
罪
が
特
に
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
段
階
的
に
改

善
さ
れ
、
今
日
で
は
、
世
界
中
で
犯
罪
収
益
の
没
収
が
犯
罪
対
策
の
主
要
な
戦
略
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

単
純
な
形
式
の
犯
罪
収
益
没
収
で
は
、
被
告
人
が
具
体
的
な
犯
罪
行
為
を
理
由
と
し
て
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の

犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
財
産
の
み

4

4

が
剝
奪
さ
れ
る
。
し
か
し
、
犯
罪
収
益
の
確
実
な
剝
奪
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
単
純
な
形
式
の
没
収

の
み
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
場
面
が
あ
る
。
例
え
ば
、
資
金
獲
得
犯
罪
へ
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
者
が
合
法
的
な
収
入
に
釣
り
合
わ
な

い
多
額
の
財
産
を
有
し
て
お
り
、
他
の
事
情
も
併
せ
る
と
こ
れ
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
し
得
な
い
と
き
は
、
単
純
な
形
式
の
没
収
に
よ
り
こ
れ
を
剝
奪
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
特
に
組
織
犯
罪
に
お
い
て
は
、
通
例
、
多
数
の
者
が
多
数
の
犯
罪
行
為
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
犯
罪
収
益
が
ロ
ー
ン
ダ
リ

ン
グ
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
産
が
具
体
的
な
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
の
を
証
明
す
る
こ
と
が
構
造
的
に
困
難
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
犯
罪

行
為
そ
れ
自
体
を
証
明
し
得
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
世
界
中
で
活
用
さ
れ
て
い

る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
拡
大
没
収
（extended confiscation

）
や
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
（non-conviction based confisca-

tion

）
で
あ
る
。
拡
大
没
収
は
、
主
に
欧
州
諸
国
で
導
入
さ
れ
て
い
る
剝
奪
手
段
で
あ
り
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
を
理
由
と
し
て
有
罪

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

を
言
い
渡
す
に
際
し
、
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
財
産
を
没
収
す
る
も
の
で
あ
る
。
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
が
証
明
さ
れ

る
必
要
は
な
く
、
通
例
、
財
産
の
価
額
と
犯
人
の
合
法
的
な
収
入
と
の
間
の
著
し
い
不
釣
り
合
い
等
の
事
情
か
ら
財
産
が
何
ら
か
の
犯

罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
足
り
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
財
産
の
犯
罪
由
来
に
関
し
て
、
よ
り
低
い
証
明
度
が
設

定
さ
れ
る
こ
と
や
挙
証
責
任
が
転
換
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
は
、
お
よ
そ
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
証
明

な
し
に
財
産
を
没
収
す
る
も
の
で
あ
り
、
手
続
的
に
は
民
事
訴
訟
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
手
続
で
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
有

罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
は
、
多
数
の
国
家
に
お
い
て
多
様
な
形
態
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
刑
法
典
上
、
没
収
が
付
加
刑
と
し
て
規
定
さ
れ
（
九
条
）、
犯
人
に
対
す
る
有
罪
判
決
で
こ
れ
を
言

い
渡
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的
な
協
力
の
下
に
規
制
薬
物
に
係
る
不
正
行
為
を
助
長
す
る
行
為
等
の
防
止
を
図
る
た
め
の
麻
薬

及
び
向
精
神
薬
取
締
法
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
麻
薬
特
例
法
）
や
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る

法
律
（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
）
等
の
特
別
法
に
お
い
て
は
、
犯
罪
収
益
が
犯
罪
組
織
の
維
持
・
拡
大
や
更
な
る
犯
罪
活
動
、
合
法
的
な

経
済
活
動
へ
の
投
資
等
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
こ
れ
を
確
実
に
剝
奪
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
刑
法
典
上
の
没
収
よ
り

も
広
く
犯
罪
収
益
の
没
収
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
没
収
も
付
加
刑
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
言
渡
し
の
た
め

に
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
を
理
由
と
し
て
有
罪
が
言
い
渡
さ
れ
、
か
つ
、
財
産
が
そ
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
行
法
上
は
、
例
え
ば
、
捜
査
の
過
程
等
で
多
額
の
現
金
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
が
何
ら
か
の
犯
罪
行

為
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
が
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
、
現
金
を
没
収
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
、
多
額
の
現
金
が
犯
人
あ
る
い
は
犯
罪
組
織
の
手
元
に
残
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
問
題
は
、
国
内
だ
け
の
影
響
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
近
年
、
組
織
犯
罪
は
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
遂
げ
て
お
り
、
国
家
間
の
協

調
な
く
し
て
組
織
犯
罪
に
対
処
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
没
収
制
度
に

（
8
）

（
9
）
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つ
い
て
は
、
国
際
的
な
組
織
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
や
腐
敗
の
防
止
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ

リ
ン
グ
に
関
す
る
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
に
よ
る
四
〇
の
勧
告
等
が
こ
れ
に
関
す
る
定
め
を
置
い
て
お
り
、「
没
収
の
対

象
と
し
て
申
し
立
て
ら
れ
た
財
産
の
合
法
的
な
起
源
を
証
明
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
措
置
」
に
も
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
下
で
、
我
が
国
に
お
け
る
犯
罪
収
益
規
制
が
諸
外
国
に
比
し
て
甘
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
が
国
が
犯
罪
組
織
に
と
っ
て
の
「
セ

イ
フ
ヘ
イ
ブ
ン
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
み
な
ら
ず
、
国
際
的
な
組
織
犯
罪
対
策
の
効
果
を
削
い
で
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
か

ら
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
主
に
組
織
犯
罪
対
策
の
観
点
か
ら
犯
罪
収
益
の
没
収
制
度
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、

我
が
国
に
お
い
て
は
、
従
来
、
没
収
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難
く
、
立
法
論
的
に
こ
れ
を
研
究
し
た
も

の
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
没
収
制
度
を
再
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
諸
外
国
の
没
収
制
度
を
比
較
研
究
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
が
、
没
収
制
度
は
多
数
の
国
家
に
お
い
て
多
様
な
形
態
で
存
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
そ
れ
ら
を
広

く
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
諸
外
国
の
没
収
制
度
に
目
を
転
ず
る
と
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
は
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪

行
為
の
関
係
が
証
明
さ
れ
た
と
き
に
の
み
犯
罪
の
財
産
的
利
益
が
剝
奪
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
よ
う
な
仕
組

み
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
拡
大
没
収
（erw

eiterte Einziehung

）
や
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
（「
拡
大
独
立
没
収

（erw
eiterte selbständige Einziehung

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。）
が
導
入
さ
れ
て
き
た
。
前
記
の
と
お
り
、
我
が
国
に
お

い
て
は
、
現
行
法
上
、
被
告
人
が
具
体
的
な
犯
罪
行
為
を
理
由
と
し
て
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
る
場
合
に
限
り
、
そ
の
犯
罪
行
為
に
由
来

す
る
財
産
の
み
が
没
収
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
現
行
法
と
ド
イ
ツ
の
旧
法
は
財
産
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
が
証
明
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
我
が
国
の
現
行
法
と
一
部
共
通
す
る
仕
組
み
を
出
発
点
と
し
つ

つ
、
拡
大
没
収
や
拡
大
独
立
没
収
を
順
次
導
入
し
て
き
た
ド
イ
ツ
法
の
展
開
を
参
考
に
し
て
、
我
が
国
に
お
い
て
、
新
た
な
剝
奪
手
段

が
必
要
で
あ
る
か
否
か
、
必
要
で
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
制
度
を
設
計
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
。

（
10
）

（
11
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　
　

な
お
、
用
語
法
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
後
記
の
と
お
り
、
二
〇
一
七
年
、
没
収
に
関
す
る
規
定
が
全
面
改
正
さ
れ
た
と

こ
ろ
、
同
改
正
前
は
、
犯
罪
収
益
の
没
収
に
つ
い
て
は
「
収
奪
（V

erfall

）」
の
語
が
、
そ
の
他
の
客
体
（Gegenstand

）
の
没
収
に

つ
い
て
は
「
没
収
（Einziehung

）」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
同
改
正
に
よ
り
、
全
面
改
正
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
諸
外
国
に
と
っ
て
理
解
し
や
す
い
制
度
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
国
際
的
な
用
語
法
（confiscation

の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。）
に
一
致
さ
せ
る
形
で
統
一
し
て
「
没
収
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
同
改
正
前
の
規
定
に
つ

い
て
は
「
収
奪
」
の
語
を
、
同
改
正
後
の
規
定
に
つ
い
て
は
「
没
収
」
の
語
を
用
い
る
。

第
二
章　

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収
及
び
拡
大
独
立
没
収

　

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
七
五
年
、「
第
二
次
刑
法
改
正
法
（Zw

eites Gesetz zur Reform
 des Strafrechts (2. StrRG) vom

 

4.7.1969

）」
に
よ
り
、
刑
法
典
に
お
い
て
、
収
奪
、
没
収
及
び
使
用
不
能
化
（
財
産
剝
奪
）
に
関
す
る
包
括
的
な
規
定
が
設
け
ら
れ
た

が
、
そ
の
後
、
幾
度
か
の
一
部
改
正
を
経
て
、
二
〇
一
七
年
、「
刑
法
上
の
財
産
剝
奪
の
改
正
の
た
め
の
法
律
（Gesetz zur Reform

 

der strafrechtlichen V
erm

ögensabschöpfung vom
 13.4.2017

）」
に
よ
り
、
全
面
改
正
が
実
施
さ
れ
、
特
に
犯
罪
収
益
の
没
収

（
旧
収
奪
）
に
つ
い
て
は
大
き
な
改
正
が
な
さ
れ
た
。
現
行
刑
法
（
本
章
に
お
い
て
「
刑
法
」
と
い
う
と
き
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
を
指

す
。）
上
、
犯
罪
収
益
の
没
収
に
関
す
る
規
定
は
七
三
条
な
い
し
七
三
条
ｅ
及
び
七
五
条
な
い
し
七
六
条
ｂ
に
置
か
れ
て
お
り
、
犯
罪

収
益
の
没
収
手
段
と
し
て
は
、
正
犯
又
は
共
犯
か
ら
犯
罪
収
益
を
剝
奪
す
る
単
純
没
収
（
七
三
条
）
や
拡
大
没
収
（
七
三
条
ａ
）、
正

犯
及
び
共
犯
以
外
の
（
他
）
者
か
ら
犯
罪
収
益
を
剝
奪
す
る
第
三
者
没
収
（
七
三
条
ｂ
）、
犯
罪
収
益
の
没
収
が
可
能
で
な
い
場
合
等

に
そ
の
価
額
を
剝
奪
す
る
代
価
没
収
（
七
三
条
ｃ
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
没
収
手
段
に
つ
い
て
も
、「
違
法
行
為
」（
刑
法

一
一
条
一
項
五
号
）
が
行
わ
れ
れ
ば
足
り
、
刑
法
上
の
有
責
性
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
。
各
没
収
は
、
実
体
法
上
の
要
件
が
認
め
ら

（
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れ
れ
ば
、
訴
追
又
は
有
罪
の
言
渡
し
が
可
能
で
な
い
場
合
等
に
も
、
客
観
手
続
（objektives V

erfahren

）
で
独
立
に
言
い
渡
さ
れ

（
得
）
る
（
刑
法
七
六
条
ａ
第
一
項
な
い
し
三
項
）。
そ
れ
に
加
え
て
、
具
体
的
な
違
法
行
為
の
証
明
な
し
に
何
ら
か
の
違
法
行
為
に

由
来
す
る
客
体
を
剝
奪
す
る
と
い
う
特
殊
な
独
立
没
収
（
拡
大
独
立
没
収
）
も
設
け
ら
れ
て
い
る
（
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
）。

　

前
記
の
と
お
り
、
拡
大
没
収
及
び
拡
大
独
立
没
収
は
、
第
二
次
刑
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
拡
大
没
収
は
、
一

九
九
二
年
、「
違
法
な
薬
物
取
引
そ
の
他
の
組
織
犯
罪
の
現
象
形
態
の
対
策
の
た
め
の
法
律
（Gesetz zur Bekäm

pfung des ille-

galen Rauschgifthandels und anderer Erscheinungsform
en der O

rganisierten K
rim

inalität vom
 15.7.1992

）」（
組
織

犯
罪
対
策
法
）
に
よ
り
、
当
時
の
刑
法
七
三
条
ｄ
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
（
当
時
の
名
称
は
拡
大
収
奪
（erw

eiterter V
er-

fall

）
で
あ
る
。）、
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
刑
法
七
三
条
ａ
に
規
定
が
移
さ
れ
、
内
容
も
改
め
ら
れ
た
。
拡
大
独
立
没
収
は
、
二

〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
刑
法
七
六
条
ａ
第
四
項
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、（
旧
）
拡
大
収
奪
（
第
一
節
）、
拡
大
没

収
（
第
二
節
）
及
び
拡
大
独
立
没
収
（
第
三
節
）
に
つ
い
て
、
各
規
定
が
い
か
な
る
問
題
意
識
か
ら
新
設
な
い
し
改
正
さ
れ
、
各
没
収

を
巡
っ
て
い
か
な
る
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
か
を
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

第
一
節　
（
旧
）
拡
大
収
奪

刑
法
（
旧
）
第
七
三
条
ｄ　

拡
大
収
奪

第�

一
項　

本
条
の
参
照
を
指
示
す
る
法
律
に
定
め
る
違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
諸
事
情
が
、
正
犯
又
は
共
犯

の
客
体
が
違
法
な
諸
行
為
の
報
酬
と
し
て
又
は
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
と
い
う
仮
定
を
正
当
化
す
る
場
合
も
、
こ
の
客
体
の
収
奪

を
言
い
渡
す
。［
以
下
略
］

（
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　
　

第
一
款　

立
法
目
的

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
組
織
犯
罪
が
社
会
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
二
年
、
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め
に
、
組
織
犯
罪
対
策
法
に
よ
り
、
資
産
刑
（V

erm
ögensstrafe

）
や
拡
大
収
奪
の
導
入
、
組
織
犯
罪
の
厳
罰
化
、

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
（Geldw

äsche

）
の
犯
罪
化
、
捜
査
手
段
の
改
善
が
な
さ
れ
た
。
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
組
織
犯
罪
の
原

動
力
は
利
潤
追
求
に
あ
る
た
め
、
組
織
犯
罪
に
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
利
益
剝
奪
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
同
時
に
組

織
犯
罪
の
行
為
者
か
ら
更
な
る
犯
罪
行
為
の
た
め
の
資
金
を
剝
奪
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
拡
大
収
奪
は
、
こ
の
よ
う
な
立
法
目
的
を
前

提
と
し
て
、
次
の
と
お
り
、
利
益
剝
奪
を
促
進
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

改
正
前
の
規
定
に
お
い
て
は
、
収
奪
手
段
と
し
て
、
単
純
収
奪
（
刑
法
旧
々
七
三
条
一
項
、
二
項
）
や
第
三
者
収
奪
（
刑
法
旧
々
七

三
条
三
項
、
四
項
）、
代
価
収
奪
（
刑
法
旧
七
三
条
ａ
）
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
各
収
奪
は
、
有
罪
判
決
に
基
づ
い
て
言
い
渡
さ
れ
る

ほ
か
、
事
実
上
の
事
由
に
よ
り
訴
追
又
は
有
罪
の
言
渡
し
が
可
能
で
な
い
場
合
（
例
え
ば
、
犯
人
が
判
明
し
な
い
場
合
や
逃
亡
中
で
あ

る
場
合
）
等
に
は
独
立
に
言
い
渡
さ
れ
（
得
）
る
（
刑
法
旧
七
六
条
ａ
第
一
項
、
三
項
）
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
言
渡
し
の
た
め
に
財
産

的
利
益
が
具
体
的
な
違
法
行
為
の
報
酬
と
し
て
又
は
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
の
証
明
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
組

織
犯
罪
に
お
い
て
は
、
犯
行
関
与
者
の
下
で
発
見
さ
れ
た
財
産
客
体
が
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合

で
も
、
そ
の
財
産
客
体
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
、
薬
物
の
売
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
者
の
下
で
少
量
の
薬
物
と
多
額
の
現
金
が
発
見
さ
れ
た
が
、
同
人
に
大
き
な
収
入
源
が
な
く
、
さ
ら
に
同
人
が
公
的
扶
助
に
よ
っ
て

生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
金
が
違
法
な
薬
物
取
引
に
由
来
す
る
こ
と
が
自
然
と
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
発
見
さ
れ
た
薬
物
の

所
持
し
か
証
明
さ
れ
得
な
い
と
い
う
事
例
で
は
、
改
正
前
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
現
金
を
収
奪
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
間
隙
を
埋
め
、
組
織
犯
罪
に
由
来
す
る
資
金
の
剝
奪
を
容
易
に
す
る
た
め
に
拡
大
収
奪
が
導
入
さ
れ
た
。

（
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論　　　説
　

第
二
款　

規
定
内
容

　

拡
大
没
収
の
基
本
的
な
ス
キ
ー
ム
は
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
を
理
由
と
す
る
有
罪
の
言
渡
し
に
際
し
、
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来

す
る
財
産
を
そ
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
の
証
明
な
し
に
剝
奪
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
手
続
上
拡
大
没
収
の

言
渡
し
の
き
っ
か
け
に
な
る
犯
罪
行
為
が
「
き
っ
か
け
行
為
（A

nlasstat

）」、
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
が
「
由
来
行
為

（H
erkunftstat

）」
と
呼
ば
れ
る
。）。
拡
大
収
奪
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
以
下
の
特
徴
を
有
し
て
い
た
。

　
　

第
一
項　

適
用
範
囲

　

拡
大
没
収
を
言
い
渡
す
た
め
に
は
、
き
っ
か
け
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
ド
イ
ツ
旧
法
の
）
拡

大
収
奪
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
犯
罪
行
為
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
適
用
範
囲
が
局
限

さ
れ
て
い
た
。

　

拡
大
収
奪
は
、
元
々
は
刑
法
一
部
改
正
法
案
─
拡
大
収
奪
─
に
お
い
て
提
案
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
薬
物
の
密
売
が
憂

慮
す
べ
き
規
模
に
な
り
、
組
織
犯
罪
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
た
こ
と
、
犯
罪
組
織
が
犯
罪
収
益
を
組
織
の
維
持
・
拡
大
や
更
な
る
犯

罪
活
動
に
再
投
資
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
利
益
剝
奪
は
国
内
外
で
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
薬
物
密
売
事
犯
に
お
い

て
は
、
行
為
者
の
財
産
客
体
が
具
体
的
な
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
得
ず
、
収
奪
が
し
ば
し
ば
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
た

た
め
、
利
得
に
向
け
ら
れ
た
一
定
の
薬
物
犯
罪
に
限
っ
て
拡
大
収
奪
を
導
入
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
同
法
案
で

は
、
拡
大
収
奪
が
特
に
重
大
な
介
入
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
罪
ご
と
に
特
別
な
正
当
性
が
必
要
で
あ
り
、
当
時
の
見

地
か
ら
は
こ
れ
が
薬
物
犯
罪
に
と
っ
て
の
み
相
当
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
収
奪
法
の
将
来
の
統
一
的
な
発
展
を
保
証
し
、
分
散

の
危
険
を
一
掃
す
る
た
め
に
、
拡
大
収
奪
に
関
す
る
規
定
は
特
別
規
定
と
し
て
麻
薬
法
に
置
か
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
白
地
法
規

（
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

（Blankettnorm

）
と
し
て
設
計
さ
れ
、
刑
法
総
則
に
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
適
用
範
囲

の
局
限
は
、
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
で
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
罪
を
列
挙
す
る
方
法
で
は
な
く
、
き
っ
か
け
行
為
を
「
本
条
の
参

照
を
指
示
す
る
法
律
に
定
め
る
」
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
し
、
個
々
の
罪
ご
と
に
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
の
参
照
を
指
示
す
る
規
定
を

設
け
る
方
法
に
よ
り
な
さ
れ
て
い
た
。

　

刑
法
一
部
改
正
法
案
─
拡
大
収
奪
─
を
引
き
継
い
だ
組
織
犯
罪
対
策
法
案
で
は
、
犯
行
関
与
者
の
下
で
発
見
さ
れ
た
財
産
客
体
が
何

ら
か
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
犯
罪
行
為
と
の
関
係
を
証
明
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問

題
は
薬
物
犯
罪
に
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
組
織
犯
罪
に
と
っ
て
も
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
組
織
犯
罪
に
お
い
て

は
、
違
法
な
薬
物
取
引
と
同
様
、
犯
罪
収
益
が
し
ば
し
ば
更
な
る
犯
罪
活
動
に
再
投
資
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
拡
大
収
奪
の
適
用
範
囲

が
行
為
者
の
特
別
な
利
潤
追
求
及
び
行
為
の
高
い
収
益
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
組
織
犯
罪
の
他
の
形
態
に
（
個
々
の
罪
ご
と
の

正
当
性
の
説
明
を
経
て
）
拡
張
さ
れ
た
。

　
　

第
二
項　

客
体
の
違
法
行
為
由
来

　

拡
大
収
奪
を
言
い
渡
す
た
め
に
は
、
客
体
が
何
ら
か
の
違
法
行
為
の
報
酬
と
し
て
又
は
そ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
（
客
体
の
違
法
行

為
由
来
）
が
証
明
さ
れ
れ
ば
足
り
、
そ
の
起
源
た
る
違
法
行
為
（
由
来
行
為
）
が
証
明
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
拡
大
収

奪
に
お
い
て
は
、
単
純
収
奪
に
比
べ
て
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
す
る
証
明
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
拡
大
収
奪
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
み
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
す
る
証
明
を
軽
減
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

拡
大
収
奪
は
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
つ
い
て
「
諸
事
情
が
仮
定
を
正
当
化
す
る
場
合
」
に
言
い
渡
さ
れ
る
（
刑
法
（
旧
）
七
三
条

ｄ
第
一
項
一
文
）。
立
法
者
に
よ
れ
ば
、「
諸
事
情
」
と
は
行
為
者
の
収
入
及
び
資
産
状
況
に
関
し
て
有
意
な
全
て
の
事
実
で
あ
り
、
違

（
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法
行
為
由
来
の
仮
定
は
問
題
に
な
り
得
る
全
て
の
可
能
性
の
中
で
違
法
行
為
由
来
の
可
能
性
が
「
極
め
て
優
越
的
に
最
も
蓋
然
的
で
あ

る
（die ganz überw

iegend w
ahrscheinlichste

）」
場
合
に
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
拡
大
収
奪
は
、
有
罪
認
定
に
は
裁
判

官
の
個
人
的
な
確
信
（Ü

berzeugung

）
が
必
要
で
あ
り
、
非
常
に
高
度
の
蓋
然
性
（ein sehr hohes M

aß an W
ahrscheinlich-

keit

）
で
さ
え
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
に
比
べ
て
、
証
明
度
の
点
で
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
す
る
証
明
を
軽
減
す

る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

以
上
の
と
お
り
、
立
法
者
の
見
解
に
従
え
ば
、
拡
大
収
奪
に
お
い
て
は
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
し
て
い
わ
ば
二
重
の
証
明
軽

減
が
な
さ
れ
て
お
り
、
検
察
官
が
客
体
の
違
法
行
為
由
来
を
「
極
め
て
高
い
蓋
然
性
（ganz hohe W

ahrscheinlichkeit

）」
を
も
っ

て
立
証
し
た
場
合
、
被
告
人
は
、
こ
の
程
度
を
下
回
ら
せ
る
に
足
り
る
反
証
を
し
な
け
れ
ば
、
拡
大
収
奪
の
言
渡
し
を
回
避
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
許
容
性
に
つ
い
て
、
立
法
者
は
、
客
体
の
合
法
的
な
取
得
が
証
明
さ
れ
得
な
い
も
の
の
具
体
的
な
犯

罪
行
為
と
の
関
係
も
証
明
さ
れ
得
な
い
場
合
に
お
け
る
剥
奪
の
間
隙
を
、
客
体
の
合
法
的
な
取
得
の
挙
証
責
任
を
被
告
人
に
課
す
方
法

に
よ
り
埋
め
る
こ
と
は
、
財
産
権
保
障
に
照
ら
し
て
許
さ
れ
な
い
が
、
重
大
か
つ
個
人
的
・
社
会
的
法
益
に
と
っ
て
と
り
わ
け
危
険
な

犯
罪
形
態
の
対
策
を
特
に
顧
慮
し
て
や
む
を
得
ず
必
要
と
さ
れ
る
限
り
で
拡
大
収
奪
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
、
憲
法
上
問
題
が
な
い
と

説
明
し
て
い
た
。

　
　

第
三
項　

補
充
性

　

単
純
収
奪
と
拡
大
収
奪
と
で
は
単
純
収
奪
の
審
査
が
優
先
し
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
第
一
に
、
客
体
が
起
訴
の
対
象
と
さ
れ
た
行
為
に

由
来
す
る
か
否
か
を
審
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
客
体
が
そ
の
行
為
に
由
来
す
る
と
は
い
え
ず
、
単
純
収
奪
が
言
い
渡
さ
れ
得
な
い

場
合
に
初
め
て
拡
大
収
奪
が
問
題
に
な
る
。
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　
　
　

第
四
項　

法
的
性
質

　

第
二
次
刑
法
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
収
奪
に
つ
い
て
は
、
全
収
益
か
ら
行
為
者
の
支
出
を
控
除
し
た
純
益
の
み
が
剝
奪
さ
れ
る

（
純
益
主
義
（N

ettoprinzip

））
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
少
な
く
と
も
収
奪
を
非
刑
罰
の
処
分
と
し
て
正
当
化
し
得
る
と
い
う
点
で

概
ね
学
説
が
一
致
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
（
刑
罰
で
も
保
安
処
分
で
も
な
い
）「
独
自
の
性
質
の
処
分
」
あ
る
い
は
「
不
当
利
得
返

還
請
求
類
似
の
清
算
処
分
」
な
ど
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
純
益
主
義
が
収
奪
制
度
の
利
用
を
妨
げ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
二
年
、「
対
外
経
済
法
、
刑
法
典
そ
の
他
の
法
律
の
一
部
改
正
の
た
め
の
法
律
（Gesetz zur Ä

nder-

ung des A
ußenw

irtschaftsgesetzes, des Strafgesetzbuches und anderer Gesetze vom
 28.2.1992

）」
に
よ
り
、
収
奪
対

象
が
「
財
産
的
利
益
（V

erm
ögensvorteil

）」
か
ら
「
も
の
（etw

as

）」
に
書
き
換
え
ら
れ
、
全
収
益
が
行
為
者
の
支
出
の
控
除
な

し
に
剝
奪
さ
れ
る
（
総
額
主
義
（Bruttoprinzip

））
こ
と
と
さ
れ
た
。
一
九
九
二
年
改
正
後
も
、
立
法
者
及
び
判
例
は
、
収
奪
（
犯

罪
収
益
の
没
収
）
が
不
当
利
得
返
還
請
求
類
似
の
性
格
を
備
え
た
（
利
得
法
上
の
）
処
分
で
あ
り
、
刑
罰
的
性
格
を
有
し
な
い
と
解
し

て
い
る
が
、
学
説
で
は
、
総
額
主
義
に
よ
る
収
奪
が
支
出
の
分
だ
け
行
為
者
に
経
済
的
損
失
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
刑
罰
又
は

（
無
罪
推
定
が
適
用
さ
れ
る
）
刑
罰
類
似
の
処
分
と
解
す
る
立
場
が
通
説
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

拡
大
収
奪
に
お
い
て
も
、
由
来
行
為
の
た
め
の
支
出
の
控
除
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
総
額
主
義
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
立
法
者

及
び
判
例
は
、
拡
大
収
奪
を
不
当
利
得
返
還
請
求
類
似
の
性
格
を
備
え
た
（
刑
罰
的
性
格
を
有
し
な
い
）
処
分
と
解
し
て
い
る
が
、
学

説
で
は
、
こ
れ
を
刑
罰
又
は
刑
罰
類
似
の
処
分
と
解
す
る
立
場
が
通
説
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
款　

マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
の
関
係

　

組
織
犯
罪
対
策
法
に
お
い
て
は
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
も
な
さ
れ
た
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
は
、
立
法
者

（
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に
よ
れ
ば
、
組
織
犯
罪
に
由
来
す
る
財
産
客
体
を
偽
装
目
的
で
合
法
的
な
金
融
循
環
及
び
経
済
循
環
に
持
ち
込
む
こ
と
と
定
義
さ
れ
、

現
行
法
上
、
違
法
行
為
に
由
来
す
る
客
体
の
隠
匿
や
由
来
の
隠
蔽
等
（
刑
法
二
六
一
条
一
項
）
並
び
に
客
体
の
入
手
、
保
管
及
び
利
用

（
同
条
二
項
）
が
処
罰
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
犯
罪
化
は
、
次
の
と
お
り
、
実
体
法
レ
ベ
ル
と
刑
事
手
続
レ
ベ
ル
の
双
方
で
組
織

犯
罪
に
対
処
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
実
体
法
レ
ベ
ル
で
は
、
一
方
で
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
客
体
の
入
手
、
保
管
及
び
利
用

の
禁
止
に
よ
り
客
体
が
合
法
的
な
流
通
の
対
象
で
は
な
く
な
り
、
他
方
で
そ
の
客
体
の
隠
匿
や
由
来
の
隠
蔽
等
の
禁
止
に
よ
り
客
体
を

合
法
的
な
も
の
に
見
せ
か
け
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
は
、
客
体
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
（
前
提
行
為
（V

ortat

））
の
行
為

者
（
前
提
行
為
者
（V

ortäter
））
が
前
提
行
為
に
由
来
す
る
経
済
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
を
阻
止
し
、
経
済
面
で
前
提
行
為
者
を

周
囲
か
ら
隔
離
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
提
行
為
を
行
お
う
と
す
る
者
に
「
犯
罪
は
割
に
合
わ
な
い
」
こ
と
が
示
さ
れ
、

そ
の
実
行
が
抑
止
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
立
法
者
は
、
刑
事
手
続
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
前
提
行
為
を
解
明
す
る
た
め
の
捜
査
の
有
効
性
を

高
め
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
に
よ
り
、
跡
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
文
書
足
跡
（paper 

trail

）
が
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
は
、
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
客
体
と
合
法
的
な
経
済
循
環
の
交
点

を
意
味
し
、
こ
の
瞬
間
に
違
法
な
資
金
が
可
視
化
さ
れ
る
の
で
、
刑
事
訴
追
機
関
は
、
こ
の
嫌
疑
に
基
づ
い
て
捜
査
手
続
を
開
始
し
、

こ
の
交
点
か
ら
保
存
さ
れ
た
文
書
足
跡
を
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
の
流
れ
を
再
現
し
て
組
織
の
中
心
部
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
新
た
な
捜
査
ア
プ
ロ
ー
チ
（
後
者
の
側
面
）
は
、
利
益
剝
奪
を
も
容
易
に
し
、
組
織
犯
罪
か
ら
そ
の
経
済
的
基
盤
を
取
り

上
げ
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
行
為
の
実
行
の
た
め
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
少
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
国
外
の
分
析
に
目
を
向
け
る
と
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
お
い
て
は
、
行
為
者
が
前
提
犯
罪
に
関
与
し
た
こ
と
が

証
明
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
違
法
に
得
ら
れ
た
収
益
に
接
触
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
足
り
、
か
つ
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

を
理
由
と
す
る
有
罪
の
言
渡
し
に
際
し
て
は
当
該
収
益
が
没
収
さ
れ
る
た
め
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
は
、
犯
罪
組
織

（
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

の
中
心
人
物
と
前
提
犯
罪
と
の
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
の
困
難
に
対
処
し
、
単
純
な
形
式
の
没
収
の
範
囲
を
拡
張
す
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
拡
大
没
収
や
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
は
、
財
産
客
体
と
具
体
的
な
犯
罪
行
為
の
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
の
困
難

に
対
処
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
没
収
手
段
と
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
の
犯
罪
化
が
相
互
補
完
的
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
も
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
が
成
立
す
る
た
め
に
は
一
定
の
違
法
行
為
に
由
来
す
る

客
体
に
接
触
し
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
れ
ば
足
り
、
か
つ
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
に
関
係
す
る
客
体
が
収
奪
あ
る
い
は
没
収
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
が
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン

グ
罪
の
立
法
理
由
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
そ
の
後
も
、
少
な
く
と
も
明
示
的
に
は
こ
の
よ
う
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。

　

第
四
款　

合
憲
性
に
関
す
る
批
判

　

拡
大
収
奪
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
、
以
下
の
と
お
り
、
財
産
権
保
障
や
無
罪
推
定
に
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

財
産
権
保
障
に
つ
い
て
は
、
拡
大
収
奪
を
定
め
る
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
は
財
産
権
の
内
容
及
び
制
限
を
定
め
る
も
の
（
基
本
法
一

四
条
一
項
二
文
）
で
あ
り
比
例
原
則
を
遵
守
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
拡
大
収
奪
に
お
い
て
は
、

由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
の
仮
定
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
で
十
分
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
た
と
え
嫌
疑
の
レ
ベ
ル
が
ど
れ
ほ
ど
高
く
設
定
さ
れ
た
と
し
て
も
、
合
法
的
に
得
ら
れ
た
財
産
が
剝
奪
さ
れ
る
可
能
性
が
残

る
か
ら
、
拡
大
収
奪
は
財
産
権
に
対
す
る
不
相
当
な
介
入
で
あ
り
、
基
本
法
一
四
条
に
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

無
罪
推
定
に
つ
い
て
は
、
拡
大
収
奪
が
刑
罰
又
は
刑
罰
類
似
の
処
分
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
拡
大
収
奪
の
言
渡
し
に
よ
り
何

ら
か
の
由
来
行
為
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
言
渡
し
の
た
め
に
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
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論　　　説

客
体
の
違
法
行
為
由
来
の
仮
定
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
で
十
分
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
拡
大
収
奪
は
単
な
る
嫌
疑
に
基
づ
く
刑
罰
又
は

刑
罰
類
似
の
処
分
で
あ
り
、
無
罪
推
定
に
反
す
る
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

第
五
款　

連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
適
合
的
解
釈

　

以
上
の
批
判
を
踏
ま
え
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
一
九
九
四
年
、
次
の
と
お
り
、
拡
大
収
奪
を
定
め
る
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
を

憲
法
適
合
的
に
解
釈
し
た
。

　

立
法
者
に
よ
れ
ば
、
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
は
、
被
告
人
の
財
産
を
剝
奪
す
る
た
め
に
、
被
告
人
が
更
な
る
犯
罪
行
為
を
実
行
し
、

か
つ
、
そ
の
犯
罪
行
為
か
ら
財
産
を
得
て
い
た
と
い
う
二
つ
の
点
で
の
─
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
高
め
ら
れ
た
─
蓋
然
性
で
十
分
と
し
て

い
る
か
ら
、
拡
大
収
奪
は
犯
罪
行
為
の
想
定
に
基
づ
い
て
言
い
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
嫌
疑
に
基
づ
い
て
実
質
的
に
終
局

的
な
刑
法
上
の
処
分
を
課
す
こ
と
は
、
た
と
え
そ
の
嫌
疑
が
ど
れ
ほ
ど
明
白
で
あ
る
と
し
て
も
、
無
罪
推
定
や
財
産
権
保
障
の
点
で
被

告
人
の
基
本
権
を
侵
害
す
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
権
に
照
ら
す
と
、
財
産
客
体
の
違
法
行
為
由
来
の
証
明
に
つ
い
て
は
よ
り
高
い
要
求
が

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
判
例
上
、
有
罪
認
定
に
と
っ
て
は
非
常
に
高
度
の
蓋
然
性
で
さ
え
必
要
不
可
欠
な
事
実
審
裁
判
官
の
確
信
に

代
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
拡
大
収
奪
の
言
渡
し
の
根
拠
に
な
る
認
定
に
と
っ
て
も
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
諸
事
情
が
仮
定
を
正
当
化
す
る
場
合
」
と
い
う
規
範
的
要
素
は
「
拡
大
収
奪
は
、
違
法
な
諸
行
為
が
個
々
に
認
定

さ
れ
る
必
要
は
な
い
が
、
事
実
審
裁
判
官
が
証
拠
調
べ
及
び
証
拠
評
価
を
尽
く
し
た
上
で
、
被
告
人
が
言
渡
し
の
対
象
に
な
る
客
体
を

違
法
な
諸
行
為
か
ら
得
た
と
い
う
無
制
限
の
確
信
（uneingeschränkt Ü

berzeugung

）
を
得
た
場
合
に
の
み
言
い
渡
さ
れ
る
」
と

い
う
よ
う
に
憲
法
適
合
的
か
つ
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
確
信
形
成
に
つ
い
て

は
過
度
の
要
求
が
な
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
特
に
裁
判
所
は
確
信
形
成
に
際
し
、
た
と
え
認
定
さ
れ
た
き
っ
か
け
行
為
か
ら
利
益
が
得
ら
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
で
も
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
説
示
し
て
い
た
。

　

連
邦
通
常
裁
判
所
の
解
釈
に
対
し
て
は
、
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
な
い
以
上
、
拡
大
収
奪
の
言
渡
し
に
必
要
な
裁
判
官
の
確
信
は
少

な
く
と
も
有
罪
認
定
に
必
要
な
裁
判
官
の
確
信
と
同
一
で
は
な
い
と
の
批
判
や
、
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
に
し

て
裁
判
所
が
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
関
す
る
確
信
を
獲
得
し
得
る
か
が
明
ら
か
で
な
く
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
解
釈
は
現
実
の
確
信

形
成
レ
ベ
ル
で
は
影
響
が
な
く
、
判
決
の
表
現
レ
ベ
ル
に
の
み
影
響
を
及
ぼ
す
に
過
ぎ
な
い
と
の
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
款　

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
合
憲
判
断

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
四
年
、
以
下
の
と
お
り
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記
判
断
を
是
認
し
た
。

　

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
拡
大
収
奪
は
由
来
行
為
の
実
行
が
誤
っ
た
行
い
で
あ
る
と
し
て
対
象
者
を
非
難
し
、
応
報
的
に
対
象

者
に
害
を
賦
課
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
財
産
秩
序
を
回
復
し
、
規
範
を
安
定
化
さ
せ
る
目
的
を
追
求
し
て

お
り
、
総
額
主
義
も
こ
れ
を
何
ら
変
え
る
も
の
で
な
い
か
ら
、
責
任
主
義
が
適
用
さ
れ
得
る
刑
罰
類
似
の
処
分
で
は
な
い
と
し
、
続
け

て
、
拡
大
収
奪
は
有
責
性
の
認
定
を
必
要
と
し
て
お
ら
ず
、
刑
罰
と
同
等
の
法
効
果
を
言
い
渡
す
も
の
で
も
な
い
か
ら
、
無
罪
推
定
は

有
責
性
の
認
定
な
し
に
拡
大
収
奪
を
言
い
渡
す
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
す
る
。

　

次
に
、
財
産
権
保
障
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
拡
大
収
奪
が
犯
罪
行
為
か
ら
得
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
象
者
に
民

事
法
上
有
効
に
帰
属
す
る
客
体
を
対
象
と
す
る
限
り
で
は
、
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
は
財
産
権
の
内
容
及
び
制
限
を
定
め
る
も
の
（
基

本
法
一
四
条
一
項
二
文
）
で
あ
り
、
比
例
原
則
を
遵
守
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

刑
法
上
の
利
益
剝
奪
は
財
産
秩
序
の
攪
乱
を
除
去
し
、
実
体
法
秩
序
に
権
威
を
持
た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
拡
大
収
奪
は

利
益
剝
奪
を
容
易
に
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
目
的
の
達
成
を
さ
ら
に
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
比
べ
て
よ
り
制
限
的
で
な
い
が
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同
等
に
効
果
的
な
手
段
は
明
ら
か
で
な
い
か
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
る
財
産
価
値
の
剝
奪
は
原
則
と
し
て
対
象
者
に
要
求
し
得
る
も
の
で

あ
る
と
し
た
上
で
、
個
別
の
事
案
で
代
価
収
奪
（
刑
法
七
三
条
ｄ
第
二
項
、
七
三
条
ａ
）
及
び
総
額
主
義
か
ら
生
じ
得
る
不
当
な
過
酷

さ
は
例
外
的
に
拡
大
収
奪
の
言
渡
し
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
（
刑
法
七
三
条
ｄ
第
四
項
、
七
三
条
ｃ
）
に
よ
り
回
避
さ
れ
る
と
と
も
に
、

連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記
解
釈
の
下
で
は
、
裁
判
官
は
客
体
の
犯
罪
的
な
由
来
を
確
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
合
法
的
に
得
ら
れ
た
対

象
者
の
財
産
的
地
位
の
侵
害
は
危
惧
さ
れ
な
い
と
し
て
、
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
は
連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記
解
釈
の
下
で
は
比
例
原

則
に
反
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
財
産
権
保
障
の
み
な
ら
ず
、
無
罪
推
定
と
の
関
係
で
も
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
に
つ
い
て

高
い
証
明
度
を
要
求
す
る
解
釈
を
し
た
（
た
だ
し
、
個
別
に
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
趣
旨
は
明
ら
か
で
な
い
。）

の
と
は
異
な
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
無
罪
推
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
を
拡
大
収
奪
の
法
的
性
質
か
ら
導

き
出
し
て
お
り
、
客
体
の
違
法
行
為
由
来
の
証
明
度
を
こ
れ
に
関
連
付
け
て
い
な
い
。
他
方
、
財
産
権
保
障
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
前
記
解
釈
に
言
及
し
、
拡
大
収
奪
を
定
め
る
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
は
同
解
釈
の
下
で
は
財
産
権
保

障
に
反
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
学
説
に
は
、
本
決
定
に
従
え
ば
、
証
明
度
の
低
下
や
挙
証
責
任
の
転
換
は
財
産
権
保
障
に
反
す
る

こ
と
に
な
る
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
連
邦
通
常
裁
判
所
と
は
異
な
る
（
す
な
わ
ち
立
法

者
の
）
解
釈
が
財
産
権
保
障
に
反
す
る
と
明
言
し
て
お
ら
ず
、
本
決
定
か
ら
立
法
権
の
限
界
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節　

拡
大
没
収

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
、
剝
奪
制
度
を
簡
略
化
し
、
是
認
し
得
な
い
剝
奪
の
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

て
、
刑
法
上
の
旧
収
奪
、
没
収
及
び
使
用
不
能
化
に
関
す
る
規
定
が
全
面
改
正
さ
れ
た
。
改
正
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
中
核
的

な
も
の
と
し
て
、
被
害
者
に
民
事
法
上
の
請
求
権
が
生
じ
る
場
合
の
収
奪
の
禁
止
規
定
（
刑
法
旧
七
三
条
一
項
二
文
）
が
削
除
さ
れ
た

ほ
か
、
実
体
法
上
、
没
収
対
象
で
あ
る
「
得
ら
れ
た
も
の
」
の
確
定
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
い
わ
ゆ
る
移
転
ケ
ー
ス
に
お
け
る

第
三
者
没
収
の
明
文
化
、
拡
大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）
の
拡
張
、
独
立
没
収
の
拡
張
及
び
拡
大
独
立
没
収
の
導
入
等
が
、
手
続
法
上
、

保
全
手
段
の
強
化
及
び
本
案
か
ら
の
分
離
の
可
能
化
等
が
行
わ
れ
た
。
以
下
で
は
、
拡
大
没
収
の
拡
張
（
本
節
）
及
び
新
た
に
導
入
さ

れ
た
拡
大
独
立
没
収
（
次
節
）
の
目
的
や
内
容
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
学
説
か
ら
の
批
判
等
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
款　

改
正
の
内
容
及
び
目
的

刑
法
第
七
三
条
ａ　

正
犯
又
は
共
犯
の
下
で
の
犯
罪
収
益
の
拡
大
没
収

第�

一
項　

違
法
行
為
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
正
犯
又
は
共
犯
の
客
体
が
他
の
違
法
行
為
に
よ
り
又
は
そ
の
報
酬
と
し
て
得
ら
れ
て

い
た
場
合
も
、
裁
判
所
は
、
そ
の
客
体
の
没
収
を
言
い
渡
す
。［
第
二
項
略
］

　

二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
拡
大
没
収
の
規
定
は
、
刑
法
七
三
条
ａ
に
置
か
れ
、
刑
法
旧
七
三
条
ｄ
第
一
項
一
文
の
「
本
条
の
参
照

を
指
示
す
る
法
律
に
定
め
る
」
及
び
「
諸
事
情
が
仮
定
を
正
当
化
す
る
場
合
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。

　

後
者
は
、
前
記
の
連
邦
通
常
裁
判
所
の
憲
法
適
合
的
解
釈
を
明
文
化
す
る
趣
旨
で
あ
り
、
拡
大
没
収
を
言
い
渡
す
た
め
に
は
、
客
体

の
違
法
な
由
来
の
単
な
る
嫌
疑
で
は
十
分
で
な
く
、「
無
制
限
の
裁
判
官
の
確
信
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ

る
。
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前
者
は
、「
欧
州
連
合
に
お
け
る
犯
罪
の
道
具
及
び
収
益
の
保
全
及
び
没
収
に
関
す
る
欧
州
議
会
・
理
事
会
指
令
（D

irective 

2014/42/EU
 of the European Parliam

ent and of the Council of 3 A
pril 2014 on the freezing and confiscation of in-

strum
entalities and proceeds of crim

e in the European U
nion

）」
の
実
施
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
指
令
は
、
最
低
基
準

と
し
て
（
前
文
二
二
参
照
）、
直
接
又
は
間
接
的
に
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
（crim

inal offence

）
を
拡
大
没
収

の
適
用
範
囲
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
（
五
条
一
項
）、
そ
の
罪
に
少
な
く
と
も
含
ま
れ
る
犯
罪
類
型
（
典
型
的
な
組
織
犯
罪
又
は
テ
ロ

リ
ズ
ム
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。）
を
掲
げ
て
い
る
（
同
条
二
項
）。
刑
法
旧
七
三
条
ｄ
は
、（
旧
）
拡
大
収
奪
の
適
用
範
囲
（
き
っ
か

け
行
為
に
な
り
得
る
犯
罪
行
為
）
を
典
型
的
な
組
織
犯
罪
に
限
定
し
て
い
た
が
、
同
指
令
の
定
め
る
最
低
基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
同
指
令
を
実
施
す
る
た
め
に
適
用
範
囲
が
拡
張
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
拡
張
は
、
単
に
同

指
令
の
実
施
の
み
の
た
め
に
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
立
法
者
は
、
財
産
秩
序
の
攪
乱
を
除
去
し
、
実
体
法
秩
序
に
権
威
を
持
た
せ

る
と
い
う
拡
大
没
収
の
目
的
は
違
法
行
為
に
由
来
す
る
財
産
客
体
が
発
見
さ
れ
た
全
て
の
事
案
で
こ
れ
が
没
収
さ
れ
得
る
場
合
に
の
み

達
成
さ
れ
得
る
と
も
述
べ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
適
用
範
囲
の
拡
張
は
、
各
犯
罪
類
型
に
つ
い
て
本
条
の
参
照
を
指
示
す
る
規
定
を
設

け
る
方
法
で
は
な
く
、
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
犯
罪
行
為
の
限
定
を
撤
廃
す
る
方
法
に
よ
り
な
さ
れ
、
結
果
と
し
て
、（
同
指
令

の
定
め
る
最
低
基
準
を
超
え
て
）
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
が
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
行
為
に
拡
張
さ
れ
た
。

　

第
二
款　

改
正
に
対
す
る
批
判

　

拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
を
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
行
為
に
拡
張
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
、
次
の
二
つ
の
観
点
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
の
批
判
は
、
組
織
犯
罪
と
の
関
係
が
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
九
二
年
改
正
に
際
し
て
は
、
刑
法
一

部
改
正
法
案
─
拡
大
収
奪
─
で
は
、
違
法
な
由
来
の
証
明
に
関
す
る
緩
や
か
な
要
求
は
、
一
方
で
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
利
益
の
再
投

（
86
）

（
87
）

（
88
）

（
89
）

（
90
）

（
91
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

資
及
び
そ
れ
に
よ
る
犯
罪
組
織
の
強
化
を
阻
止
す
る
と
い
う
極
め
て
重
大
な
公
益
が
、
他
方
で
重
大
な
実
務
上
の
解
明
問
題
が
あ
る
一

定
の
狭
く
限
定
さ
れ
た
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
組
織
犯
罪
対
策
法
案
で
は
、
前
記
の
と
お

り
、
拡
大
収
奪
の
導
入
が
重
大
か
つ
個
人
的
・
社
会
的
法
益
に
と
っ
て
特
に
危
険
な
犯
罪
形
態
に
対
処
す
る
た
め
に
や
む
を
得
ず
必
要

と
さ
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
拡
大
没
収
の
適
用
範
囲
が
あ
ら
ゆ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
拡
張
さ

れ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
以
上
の
よ
う
な
公
益
や
解
明
問
題
が
な
い
単
純
な
犯
罪
に
つ
い
て
も
拡
大
没
収
に
よ
る
証
明
軽
減
が
必
要
か
つ

相
当
と
言
え
る
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
前
記
の
立
法
者
に
よ
る
理
由
付
け
は
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

第
二
の
批
判
は
、
き
っ
か
け
行
為
が
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
も
の
で
あ

る
。（
旧
）
拡
大
収
奪
に
お
い
て
は
、
き
っ
か
け
行
為
が
行
為
者
の
特
別
な
利
潤
追
求
及
び
行
為
の
高
い
収
益
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け

ら
れ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
関
与
者
の
下
で
発
見
さ
れ
た
財
産
は
、
仮
に
そ
の
由
来
行
為
が
証
明
さ
れ
得

な
い
と
し
て
も
、
同
様
に
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
一
定
程
度
推
認
さ
れ
た
。
そ

う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
要
求
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
き
っ
か
け
行
為
か
ら
利
益
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
場
合
で

あ
っ
て
も
、
裁
判
官
が
こ
れ
を
違
法
行
為
由
来
の
確
信
形
成
に
際
し
て
考
慮
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
他
方
、
拡
大
没
収
に
お
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
罪
の
犯
罪
行
為
が
き
っ
か
け
行
為
に
な
り
得
る
が
、
例
え
ば
単
純
な
傷
害
事
件
で
は
、
き
っ
か
け
行
為
が
裁
判
官
の
確

信
形
成
に
寄
与
し
得
ず
、
行
為
者
の
家
で
発
見
さ
れ
た
財
産
の
由
来
を
捜
査
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
き
っ
か
け
行

為
が
経
済
的
利
益
を
生
じ
さ
せ
る
傾
向
の
あ
る
罪
の
犯
罪
行
為
に
限
ら
れ
な
い
現
行
法
上
の
拡
大
没
収
に
お
い
て
は
、
由
来
の
証
明
が

許
さ
れ
な
い
由
来
の
推
定
に
取
り
替
え
ら
れ
、
犯
罪
行
為
に
よ
り
得
ら
れ
た
の
で
な
い
財
産
が
没
収
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

See e.g. M
ichael K

ilchling, Finance-O
riented Strategies of O

rganized Crim
e Control, in T

he O
xford H

andbook of 
（
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）

（
93
）

（
94
）

（
95
）
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）
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論　　　説
O

rganized Crim
e 655, 656-58 (Letizia Paoli ed., 2014).

See M
ichaël Fernandez-Bertier, T

he H
istory of Confiscation Law

s, in Chasing Crim
inal M

oney 53, 56-59 (K
atalin 

Ligeti &
 M

ichele Sim
onato eds., 2017).

See Jon Petter Rui, Introduction, in N
on-Conviction-Based Confiscation in Europe 1, 1 (Jon Petter Rui &

 U
lrich 

Sieber eds., 2015); Fernandez-Bertier, supra note 2, at 61.
See Fernandez-Bertier, supra note 2, at 60-74.

我
が
国
の
法
令
に
お
い
て
は
、「
由
来
」
の
語
が
犯
罪
行
為
に
よ
り
生
じ
た
財
産
や
犯
罪
行
為
に
よ
り
又
は
そ
の
報
酬
と
し
て
得
た
財
産

（
直
接
の
犯
罪
収
益
）
と
そ
れ
ら
の
果
実
や
対
価
と
し
て
得
た
財
産
等
（
間
接
的
な
犯
罪
収
益
）
の
関
係
を
表
す
も
の
と
し
て
の
み
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
国
際
的
な
用
語
法
に
倣
い
、
犯
罪
行
為
と
犯
罪
収
益
の
関
係
に
つ
い
て
も
「
由
来
」
の
語
を
用
い
る
。

See Johan Boucht, T
he Lim

its of A
sset Confiscation 3-6 (2017); M

alin T
hunberg Schunke, Extended Confiscation in 

Crim
inal Law

 3-5 (2017).

Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
、
欧
州
連
合
理
事
会
の
「
犯
罪
に
関
係
す
る
収
益
、
道
具
及
び
財
産
の
没
収
に
関
す
る
理
事
会
枠
組
み
決
定

（Council Fram
ew

ork D
ecision 2005/212/JH

A
 of 24 February 2005 on Confiscation of Crim

e-Related Proceeds, 
Instrum

entalities and Property

）」（O
J L 68, 15.3.2005, p. 49

）
に
よ
り
、
拡
大
没
収
が
導
入
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
加
盟
国
の
中
に

は
、
先
立
っ
て
拡
大
没
収
を
導
入
し
て
い
た
国
も
あ
り
、
例
え
ば
、（
当
時
の
加
盟
国
で
あ
っ
た
）
英
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八
六
年
の
薬
物

取
引
犯
罪
法
（D
rug T

rafficking O
ffences A

ct 1986

）
に
よ
り
、
単
純
な
形
式
の
没
収
及
び
拡
大
没
収
の
双
方
を
包
括
し
た
剝
奪
手
段

が
導
入
さ
れ
て
い
た
（see Boucht, supra note 6, at 5
）。

See e.g. T
heodore S. Greenberg et al., Stolen A

sset Recovery 13-25 (2009); Rui, supra note 3, at 2-6.

な
お
、「
有
罪
判

決
に
基
づ
か
な
い
没
収
」
は
、
米
国
に
お
け
る
民
事
没
収
（civil forfeiture

）
や
行
政
没
収
（adm

inistrative forfeiture

）、
英
国
に
お
け

る
民
事
回
収
（civil recovery

）
等
、
多
数
の
国
家
に
存
す
る
相
当
の
内
容
を
備
え
た
法
制
度
の
総
称
（
あ
る
い
は
相
当
す
る
没
収
ス
キ
ー

ム
の
呼
称
）
で
あ
り
、
必
ず
し
も
各
国
に
お
い
て
「
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
没
収
」
と
い
う
名
称
の
法
制
度
が
存
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
文

脈
に
よ
り
異
な
る
範
囲
の
没
収
制
度
を
指
す
こ
と
が
あ
り
、
例
え
ば
、
単
に
手
続
上
の
障
害
に
よ
り
訴
追
又
は
有
罪
の
言
渡
し
が
可
能
で
な
い

（
財
産
の
起
源
た
る
犯
罪
行
為
自
体
は
証
明
さ
れ
て
い
る
）
場
合
の
没
収
を
含
む
こ
と
も
あ
る
。

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

例
外
と
し
て
、
麻
薬
特
例
法
に
は
、
没
収
の
対
象
財
産
で
あ
る
薬
物
犯
罪
収
益
の
推
定
規
定
（
一
四
条
）
が
あ
る
（
こ
の
規
定
に
つ
い
て

は
、
第
三
章
第
一
節
第
一
款
で
後
述
す
る
。）。

改
正
刑
法
準
備
草
案
に
つ
い
て
も
、
没
収
の
立
法
論
的
研
究
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
（
平
場
安
治
＝
平
野
龍
一
『
刑

法
改
正
の
研
究
一　

概
論
・
総
則
』
三
〇
四
頁
〔
平
野
龍
一
〕（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
））。
近
年
、
立
法
論
的
に
没
収
を
研
究
し
た

も
の
と
し
て
、
林
詩
書
「
有
罪
判
決
に
基
づ
か
な
い
犯
罪
収
益
の
剝
奪
─
─
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
を
中
心
に
─
─
」
同
法
六
四

巻
八
号
一
六
九
頁
（
二
〇
一
三
）。

BT
-D

rs. 18/11640, S. 83; T
hom

as Fischer, StGB, 67. A
ufl., 2020

（
以
下
「Fischer, 67. A

ufl.

」
と
略
記
す
る
。）, §76a Rn. 9.

客
体
は
、
物
（Sache

）
及
び
権
利
（Recht

）
の
上
位
概
念
で
あ
る
。

BT
-D

rs. 18/9525, S. 2, 48.
BGBl. I 1969 S. 717.

第
二
次
刑
法
改
正
以
前
の
利
益
剝
奪
に
つ
い
て
は
、vgl. Georgios Sotiriadis, D

ie Entw
icklung der Gesetzgebung über 

Gew
innabschöpfung und Geldw

äsche, 2010, S. 50 ff.

桑
島
翠
「
ド
イ
ツ
法
に
い
わ
ゆ
る
『
利
益
没
収
』
制
度
の
法
制
史
的
考
察
─
─

刑
法
に
お
け
る
『
利
益
没
収
』
の
法
的
性
質
を
探
る
た
め
の
予
備
的
作
業
と
し
て
─
─
」
早
誌
七
〇
巻
一
号
一
頁
（
二
〇
一
九
）
も
参
照
。

BGBl. I 2017 S. 872.

代
価
没
収
は
、
我
が
国
に
お
け
る
追
徴
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

BGBl. I 1992 S. 1302.

ド
イ
ツ
刑
法
典
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
編
『
ド
イ
ツ
刑
法
典
（
法
務
資
料
第
四
六
一
号
）』
六
〇
頁
以
下

（
法
曹
会
、
二
〇
〇
七
）、
佐
藤
拓
磨
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
犯
罪
収
益
は
く
奪
制
度
の
改
正
」
法
政
論
究
一
一
八
号
二
一
頁
、
四
四
頁
以
下

（
二
〇
一
八
）
を
参
考
に
し
た
。

組
織
犯
罪
対
策
法
の
立
法
経
緯
に
つ
い
て
は
、vgl. Sotiriadis, a.a.O

. (A
nm

. 15), S. 171 ff.

宮
澤
浩
一
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
〝
資
金
の

洗
浄
〟
を
め
ぐ
る
新
立
法
に
つ
い
て
─
─
そ
の
構
成
要
件
と
〝
新
し
い
財
産
刑
〟
を
中
心
に
し
て
─
─
」
時
法
一
四
四
六
号
五
三
頁
、
五
七
頁

以
下
（
一
九
九
三
）、
伊
東
研
祐
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
不
法
利
得
剝
奪
（V

erfall
）
法
の
新
展
開
─
─
資
金
洗
浄
取
締
規
定
関
係
を
含
め
て

─
─
」
町
野
朔
＝
林
幹
人
編
『
現
代
社
会
に
お
け
る
没
収
・
追
徴
』
二
一
八
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
六
）
も
参
照
。

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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論　　　説
BT

-D
rs. 12/989, S. 1.

BT
-D

rs. 11/6623, S. 4 f.
BT

-D
rs. 12/989, S. 22, 23 f.

同
じ
く
組
織
犯
罪
対
策
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
資
産
刑
（
所
定
の
犯
罪
行
為
に
基
づ
く
無
期
自
由
刑
又

は
二
年
以
上
の
有
期
自
由
刑
に
併
科
し
て
、
行
為
者
の
資
産
の
価
値
を
上
限
と
す
る
金
額
の
支
払
を
（
任
意
的
に
）
言
い
渡
す
と
い
う
日
数
罰

金
制
が
適
用
さ
れ
な
い
特
殊
な
罰
金
刑
）
も
、
こ
の
よ
う
な
間
隙
を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（BT

-D
rs. 12/989, S. 22; 

12/2720, S. 42

）。
し
か
し
、
資
産
刑
に
対
し
て
は
、
立
法
当
初
よ
り
、
学
説
か
ら
強
い
批
判
が
な
さ
れ
（vgl. dazu statt vieler 

Sotiriadis, a.a.O
. (A

nm
. 15), S. 178 ff.

）、
こ
れ
を
定
め
る
刑
法
（
旧
）
四
三
条
ａ
は
、
一
九
九
五
年
、
連
邦
通
常
裁
判
所
に
よ
り
憲
法
適

合
的
に
解
釈
さ
れ
た
（BGH

St 41, 20

）
が
、
ほ
と
ん
ど
適
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
〇
二
年
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
り

基
本
法
一
〇
三
条
二
項
（
明
確
性
の
原
則
）
に
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
（BV

erfGE 105, 135.

本
判
決
に
つ
い
て
は
、
岡
上
雅
美

「
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
資
産
刑
違
憲
決
定
─
─
組
織
犯
罪
対
策
の
失
敗
あ
る
い
は
後
退
？
」
捜
研
六
一
一
号
七
〇
頁
（
二
〇
〇

二
）
参
照
）、
二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
拡
大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）
が
独
立
に
も
言
い
渡
さ
れ
る
（
刑
法
七
六
条
ａ
第

一
項
な
い
し
三
項
）。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
収
奪
や
没
収
の
言
渡
し
の
基
礎
に
な
る
犯
罪
行
為
が
「
連
結
行
為
（A

nknüpfungstat

）」
と
呼
ば
れ
る
が
、
拡

大
没
収
（
旧
拡
大
収
奪
）
に
つ
い
て
は
、
連
結
行
為
と
由
来
行
為
が
分
離
す
る
た
め
、
そ
の
連
結
行
為
が
特
に
き
っ
か
け
行
為
と
呼
ば
れ
る
。

由
来
行
為
に
つ
い
て
は
、「
取
得
行
為
（Erw

erbstat
）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
後
記
の
と
お
り
、
拡
大
没
収
に
つ
い
て
は
、
拡
大
独

立
没
収
と
は
異
な
り
、
厳
密
に
言
え
ば
、
客
体
が
違
法
行
為
に
「
由
来
す
る
（herrühren

）」
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

か
ら
、「
取
得
（
行
為
）」
の
語
が
よ
り
正
確
で
あ
る
が
、
し
ば
し
ば
「
由
来
（
行
為
）」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
用
語
を
分
け
る
と

か
え
っ
て
説
明
が
分
か
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
、
拡
大
没
収
に
つ
い
て
も
、「
由
来
（
行
為
）」
の
語
を
用
い
る
。

BT
-D

rs. 11/6623.
Ebd., S. 1, 4 f.
Ebd., S. 5 f.
BT

-D
rs. 12/989, S. 24 ff.

そ
の
後
、
拡
大
収
奪
の
適
用
範
囲
は
幾
度
か
拡
張
さ
れ
た
が
、
そ
の
都
度
正
当
性
が
説
明
さ
れ
て
い
た

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

（etw
a BT

-D
rs. 13/8587, S. 65 f.; 14/8893, S. 7; 16/11735, S. 14

）。

V
gl. BT

-D
rs. 12/989, S. 22, 23 f.

BT
-D

rs. 11/6623, S. 6 f.; 12/989, S. 24.
BGH

St 10, 208 Rn. 5 ff.; BGH
, N

StZ 1981, 389, juris Rn. 7.
V

gl. Sotiriadis, a.a.O
. (A

nm
. 15), S. 187 f.

BT
-D

rs. 11/6623, S. 5.
V

gl. BT
-D

rs. 12/989, S. 23, 53 f.; auch 11/6623, S. 5.
M

üK
oStGB/W

olfgang Joecks, 3. A
ufl., 2016, §73d a.F. Rn. 1; vgl. auch BT

-D
rs. 11/6623, S. 6.

現
行
法
上
の
拡
大
没
収
も
、

単
純
没
収
に
対
し
て
補
充
的
な
も
の
で
あ
り
（BT
-D

rs. 18/9525, S. 66

）、
客
体
が
有
罪
の
理
由
と
さ
れ
た
行
為
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
得
な
い
こ
と
を
要
件
と
す
る
（BGH

, N
StZ-RR 2018, 380, juris Rn. 22

）。

V
gl. dazu W

olfram
 H

. Eberbach, Zw
ischen Sanktion und Prävention, N

StZ 1987, S. 486, 489; auch T
hom

as Geiger, 
D

ie Rechtsnatur der Sanktion, 2006, S. 226 ff.
Eduard D

reher/H
erbert T

röndle, StGB, 45. A
ufl., 1991, §73 a.F. Rn. 1.

A
lbin Eser, D

ie strafrechtlichen Sanktionen gegen das Eigentum
, 1969, S. 85; Eberbach, a.a.O

. (A
nm

. 37), S. 490.
V

gl. BT
-D

rs. 12/1134, S. 12.
BGBl. I 1992 S. 372.
V

gl. BT
-D

rs. 12/1134, S. 12; BGH
St 47, 369 Rn. 12 m

.w
.N

.
V

gl. BT
-D

rs. 11/6623, S. 5, 6; 12/2720, S. 42; 18/9525, S. 48.
V

gl. BGH
St 47, 369 Rn. 20 ff.; BV

erfGE 110, 1 Rn. 77 ff.
（
本
節
第
六
款
参
照
）; BGH

, N
StZ-RR 2018, 241, juris Rn. 40.

V
gl. BV

erfGE 82, 106 Rn. 41.
V

gl. dazu statt vieler A
dolf Schönke/H

orst Schröder/A
lbin Eser/Frank Schuster, StGB, 30. A

ufl., 2019

（
以
下
「S/

S/Eser/Schuster, 30. A
ufl.

」
と
略
記
す
る
。), V

or §§73 ff. Rn. 15 ff.; Geiger, a.a.O
. (A

nm
. 37), S. 302 f.

V
gl. dazu Geiger, a.a.O

. (A
nm

. 37), S. 313.

た
だ
し
、
ガ
イ
ゲ
ル
自
身
は
、
通
常
の
ケ
ー
ス
で
は
純
益
が
対
象
に
な
る
と
考
え
て
い

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）
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論　　　説

る
（ebd., S. 313 ff.

）。

V
gl. BT

-D
rs. 11/6623, S. 5, 6; 12/2720, S. 42; auch 18/9525, S. 66.

V
gl. etw

a BV
erfGE 110, 1 Rn. 60 ff.

（
本
節
第
六
款
参
照
）

V
gl. dazu statt vieler Geiger, a.a.O

. (A
nm

. 37), 311 ff.

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
に
つ
い
て
は
、
芝
原
邦
爾
「
ド
イ
ツ
の
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
処
罰
法
案
─
─
付
・

比
較
法
的
検
討
と
わ
が
国
の
立
法
へ
の
展
望
」
法
時
六
三
巻
六
号
一
〇
六
頁
（
一
九
九
一
）、
宮
澤
浩
一
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
〝
資
金
の
洗

浄
〟
を
め
ぐ
る
新
立
法
に
つ
い
て
（
二
）
─
─
そ
の
構
成
要
件
と
新
し
い
〝
資
産
刑
〟
を
中
心
と
し
て
─
─
」
時
法
一
四
四
八
号
四
一
頁
、
四

一
頁
以
下
（
一
九
九
三
）、
同
「
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
─
ド
イ
ツ
語
圏
刑
法
の
対
応
─
─
ス
イ
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
法
制
と
日

本
─
─
」
中
山
研
一
古
稀
『
第
二
巻　

経
済
と
刑
法
』
一
頁
、
一
五
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
九
七
）、
樋
口
亮
介
「
ド
イ
ツ
刑
法
各
論
講
義

ノ
ー
ト
：
国
家
的
法
益
に
対
す
る
罪
」
東
大
ロ
ー
一
一
号
二
七
五
頁
、
二
八
三
頁
以
下
（
二
〇
一
六
）
参
照
。

BT
-D

rs. 12/989, S. 26; ähnlich 13/8651, S. 9; 18/6389, S. 11.
V

gl. etw
a Felix H

erzog/M
oham

ad El-Ghazi, Geldw
äschegesetz, 4. A

ufl., 2020

（
以
下
「H

erzog/El-Ghazi, 4. A
ufl.

」
と

略
記
す
る
。), StGB §261 Rn. 11 ff.

V
gl. BT

-D
rs. 12/989, S. 1 ff., 26.

V
gl. ebd., S. 27; 12/3533, S. 11; auch H

erzog/El-Ghazi, 4. A
ufl., StGB §261 Rn. 12.

V
gl. BT

-D
rs. 12/989, S. 26; 12/3533, S. 11; auch H

erzog/El-Ghazi, 4. A
ufl., StGB §261 Rn. 13.

い
わ
ゆ
る
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン

ダ
リ
ン
グ
法
（Geldw

äschegesetz

）
は
、
金
融
機
関
等
の
事
業
者
に
顧
客
の
本
人
確
認
、
記
録
の
作
成
・
保
存
、
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出

を
義
務
付
け
る
こ
と
に
よ
り
文
書
足
跡
が
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
機
能
を
持
つ
た
め
、
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ
罪
と
密
接
な
機
能
的
関

連
性
を
有
し
、
捜
査
の
有
効
性
を
高
め
る
と
い
う
目
的
の
達
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
（vgl. BT

-D
rs. 12/2704, S. 10

）。

BT
-D

rs. 12/989, S. 1, 20, 22; vgl. auch H
erzog/El-Ghazi, 4. A

ufl., StGB §261 Rn. 14.
See Boucht, supra note 6, at 6-7; also Guy Stessens, M

oney Laundering, 85 (2000); Rui, supra note 3, at 1.
Boucht, supra note 6, at 7.
V

gl. BT
-D

rs. 19/24180, S. 37.

（
48
）

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）

（
60
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　

責
任
主
義
やnem

o tenetur

原
則
、
弾
劾
主
義
等
に
反
す
る
と
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
た
（vgl. dazu statt vieler Geiger, a.a.O

. 
(A

nm
. 37), S. 318; Sotiriadis, a.a.O

. (A
nm

. 15), S. 195 f.

）。

一
九
九
二
年
改
正
の
前
後
に
お
い
て
は
、
犯
罪
行
為
に
由
来
す
る
客
体
に
対
す
る
財
産
権
は
保
護
に
値
せ
ず
、
財
産
権
侵
害
は
そ
も
そ
も

問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
を
前
提
と
し
て
、
財
産
権
侵
害
の
有
無
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
（etw

a BT
-D

rs. 11/6623, S. 5; Edda 
W

eß
lau, N

eue M
ethoden der G

ew
innabschöpfung, StV

 1991, S. 226, 229 f.; A
lbin E

ser, N
eue W

ege der 
Gew

innabschöpfung, in: W
ilfried K

üper/Jürgen W
elp (H

rsg.), Festschrift für W
alter Stree und Johannes W

essels zum
 

70. Geburtstag, 1993, S. 833, 846 f.

）
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
財
産
権
へ
の
介
入
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（vgl. K

arl-Peter Julius, Einziehung, V
erfall und A

rt. 14 GG, ZStW
 109 (1997), S. 58; 

M
ichaela A

. M
. D

annert, D
ie verfassungsrechtliche Zulässigkeit von Eigentum

sentziehungen zur V
erfolgung und 

V
erhinderung von Straftaten, 1998, S. 49 ff.; Geiger, a.a.O

. (A
nm

. 37), S. 218 ff., 237 ff.; auch T
hom

as Rönnau/M
oritz 

Begem
eier, Grund und Grenzen der Bruttoeinziehung, GA

 2017, S. 1, 5 f.

）。

Etw
a W

alter Perron, V
erm

ögensstrafe und Erw
eiterter V

erfall, JZ 1993, S. 918; auch Julius, a.a.O
. (A

nm
. 62), 94 ff.; 

D
annert, a.a.O

. (A
nm

. 62), S. 66 f.
公
文
孝
佳
「
利
益
収
奪
の
拡
大
と
限
界
に
つ
い
て
─
─
ド
イ
ツ
の
刑
法
改
正
を
素
材
と
し
て
─
─
」
北

法
四
七
巻
六
号
二
二
三
頁
、
二
四
七
頁
以
下
（
一
九
九
七
）
も
参
照
。

本
節
第
二
款
第
四
項
参
照
。

Etw
a W

eßlau, a.a.O
. (A

nm
. 62), S. 230 ff.; Eser, a.a.O

. (A
nm

. 62), S. 845 f.; auch D
annert, a.a.O

. (A
nm

. 62), S. 64 f., 68 
ff.

公
文
・
前
掲
注
（
63
）
二
五
〇
頁
以
下
も
参
照
。

類
似
の
理
由
か
ら
、「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則
に
（
も
）
反
す
る
と
解
す
る
立
場
も
あ
る
（vgl. W

eßlau, a.a.O
. 

(A
nm

. 62), S. 232; D
annert, a.a.O

. (A
nm

. 62), S. 74 f.

）。

BGH
St 40, 371.

事
案
は
、
一
九
七
九
年
に
政
治
的
理
由
か
ら
庇
護
認
定
を
受
け
た
被
告
人
が
、
一
九
九
二
年
と
翌
九
三
年
に
遂
行
し
た

二
件
の
薬
物
取
引
（
も
っ
と
も
、
一
方
の
取
引
は
失
敗
に
終
わ
り
、
他
方
の
取
引
で
得
ら
れ
た
薬
物
は
押
収
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
取
引
か

ら
利
益
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。）
を
理
由
と
し
て
七
年
の
自
由
刑
に
処
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
同
人
は
、
そ
の
平
均
収
入
が
月
額
八
五
〇
ド
イ
ツ
マ

ル
ク
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
家
賃
月
額
六
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
、
自
動
車
の
維
持
費
及
び
生
活
費
を
負
担
し
て
お
り
、
さ
ら
に
普
通
預
金
口

（
61
）

（
62
）

（
63
）

（
64
）

（
65
）

（
66
）

（
67
）
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論　　　説

座
に
約
四
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
預
金
を
有
し
て
い
た
た
め
、
同
預
金
の
（
拡
大
）
収
奪
が
言
い
渡
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

Ebd., Rn. 7.
Ebd., Rn. 8; im

 Ergebnis ebenso Geiger, a.a.O
. (A

nm
. 37), S. 323 f.

こ
れ
に
対
し
、
憲
法
適
合
的
解
釈
の
限
度
を
超
え
て
い
る

と
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、D

annert, a.a.O
. (A

nm
. 62), S. 74.

BGH
St 40, 371, Rn. 9.

Fischer, 67. A
ufl., §73a Rn. 8.

N
K

-StGB/Frank Saliger, 5. A
ufl., 2017

（
以
下
「N

K
-StGB/Saliger, 5. A

ufl.

」
と
略
記
す
る
。), §73d a.F. Rn. 3; T

hom
as 

Rönnau/M
oritz Begem

eier, D
ie neue erw

eiterte Einziehung gem
. §73a A

bs. 1 StGB-E, N
ZW

iSt 2016, S. 260, 262.
BV

erfGE 110, 1.
Ebd., Rn. 56 ff.
Ebd., Rn. 83 ff.

他
方
、
例
え
ば
薬
物
取
引
に
由
来
す
る
利
益
の
よ
う
に
、
対
象
者
に
民
事
法
上
帰
属
し
な
い
財
産
価
値
を
対
象
と
す
る
限
り
で
は
、
保
護

す
べ
き
法
的
地
位
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
財
産
権
侵
害
は
そ
も
そ
も
問
題
に
な
ら
な
い
（ebd., Rn. 87

）。

Ebd., Rn. 88 ff., 99 ff.

加
え
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
財
産
権
の
内
容
及
び
制
限
を
定
め
る
も
の
は
他
の
全
て
の
憲
法
上
の
規
範

（
特
に
平
等
原
則
）
も
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
刑
法
（
旧
）
七
三
条
ｄ
は
こ
れ
ら
（
具
体
的
に
は
、
自
己
負
罪
拒
否
の
自

由
、
明
確
性
の
原
則
、
遡
及
処
罰
の
禁
止
及
び
平
等
原
則
）
に
反
し
な
い
と
判
断
し
て
い
る
（ebd., Rn. 100, 110 ff.

）。

Ebd., Rn. 101 ff.
V

gl. M
arie-Lena M

arstaller/T
ill Zim

m
erm

ann, N
on-conviction-based confiscation in D

eutschland?, 2018, S. 97 f.; 
auch Frank M

eyer, D
ie selbstständige Einziehung nach §76a StGB-E, oder: D

on't bring a knife to a gunfight, StV
 2017, 

S. 343, 348.
Frank Saliger, Grundfragen der V

erm
ögensabschöpfung, ZStW

 129 (2017), S. 995, 1016 f.; ähnlich Felix K
raushaar, 

D
ie Einziehung nach §76a A

bs. 4 StGB, N
ZW

iSt 2019, S. 288, 292.
M

arstaller/Zim
m

erm
ann, a.a.O

. (A
nm

. 79), S. 97; vgl. auch M
eyer, a.a.O

. (A
nm

. 79), S. 348; Rui/Sieber, N
CBC in 

（
68
）

（
69
）

（
70
）

（
71
）

（
72
）

（
73
）

（
74
）

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（
78
）

（
79
）

（
80
）

（
81
）
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ドイツ法における犯罪収益の拡大没収及び拡大独立没収（一）　
Europe, in N

on-Conviction-Based Confiscation in Europe, supra note 3, at 245, 275.
BT

-D
rs. 18/9525, S. 2, 48.

V
gl. dazu statt vieler M

atthias K
orte, V

erm
ögensabschöpfung reloaded, w

istra 2018, S. 1.

実
体
法
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
佐
藤
・
前
掲
注
（
19
）
も
参
照
。

本
章
第
一
節
第
五
款
参
照
。

BT
-D

rs. 18/9525, S. 57 f., 65 f.
O

J L 127, 29.4.2014, p. 39.
BT

-D
rs. 18/9525, S. 57, 63 ff.

佐
藤
・
前
掲
注
（
19
）
三
六
頁
も
参
照
。

本
指
令
で
は
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お
い
て
、
拡
大
没
収
制
度
が
異
な
る
形
態
で
存
し
て
お
り
、
こ
れ
が
国
際
協
力
を
妨
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

単
一
の
最
低
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を
よ
り
調
和
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
前
文
一
九
）。

See T
hunberg Schunke, supra note 6, at 197-198; Saliger, a.a.O

. (A
nm

. 80), S. 1019.
V

gl. dazu im
 einzelnen BT

-D
rs. 18/9525, S. 63 ff.

Ebd., S. 65 unter V
erw

eis auf BV
erfGE 110, 1 Rn. 103.

BT
-D

rs. 11/6623, S. 5.

本
章
第
一
節
第
二
款
第
一
項
参
照
。

V
gl. Rönnau/Begem

eier, a.a.O
. (A

nm
. 72), S. 262 f.; N

K
-StGB/Saliger, 5. A

ufl., V
orbem

. zu §§73 ff. a.F. Rn. 3c; Saliger, 
a.a.O

. (A
nm

. 80), S. 1019 ff.

ア
ル
ン
ト
・
ジ
ン
（
仲
道
祐
樹
＝
大
関
龍
一
訳
）「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
組
織
犯
罪
に
対
す
る
法
的
措
置
の
発
展

状
況
に
つ
い
て
」
早
比
五
三
巻
二
号
一
三
三
頁
、
一
四
三
頁
以
下
（
二
〇
一
九
）
も
参
照
。A

.A
. K
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